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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 口 （ ４ ） と 出 口 （ ５ ） と を 有 す る 容 器 （ ３ ） と 、
　 前 記 容 器 （ ３ ） 内 の フ ィ ル タ （ ２ ） と 、
　 バ ク テ リ ア 、 カ ビ 、 ウ ィ ル ス 、 あ る い は 毒 素 を 駆 除 で き る と 知 ら れ て い る ナ ノ 粒 子 ペ レ
ッ ト （ １ ） で あ っ て 、 前 記 容 器 （ ３ ） 内 の 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） に 隣 接 す る ナ ノ 粒 子 ペ レ ッ
ト （ １ ） と 、
　 前 記 ナ ノ 粒 子 ペ レ ッ ト （ １ ） を 収 容 す る た め の 手 段 と を 含 む 、 ナ ノ 粒 子 を 組 み 込 ん だ 濾
過 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） は 疎 水 性 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組 み 込 ん だ 濾 過 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） は 親 水 性 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組 み 込 ん だ 濾 過 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） は 少 な く と も 一 つ の 目 標 粒 子 の 電 荷 と 同 じ で あ る 電 荷 を 有 す る 、 請
求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組 み 込 ん だ 濾 過 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 容 器 内 に お い て 互 い に 連 通 す る 一 つ 以 上 の フ ィ ル タ （ ２ ） で あ っ て 請 求 項 １ に 記 載
の フ ィ ル タ （ ２ ） を 更 に 含 み 、
　 前 記 容 器 の 各 入 口 （ ４ ） と 各 出 口 （ ５ ） が 外 部 通 路 を 構 成 し 、 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の 一
つ は 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の 一 つ と 外 部 通 路 と の 間 に 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の 他 の フ ィ ル タ を
有 さ ず 、 バ ク テ リ ア 、 カ ビ 、 ウ ィ ル ス 、 あ る い は 毒 素 を 駆 除 で き る と 知 ら れ た 前 記 ナ ノ 粒
子 ペ レ ッ ト （ １ ） は 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の 一 つ と 外 部 通 路 と の 間 に 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の
他 の フ ィ ル タ を 持 た な い 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の 前 記 一 つ に 少 な く と も 隣 接 し て 配 置 さ れ る
、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組 み 込 ん だ 濾 過 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の 少 な く と も 一 つ は 疎 水 性 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組



み 込 ん だ 濾 過 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の 少 な く と も 一 つ は 親 水 性 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組
み 込 ん だ 濾 過 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の 少 な く と も 一 つ は 少 な く と も 一 つ の 目 標 粒 子 の 電 荷 と 同 じ で あ る
電 荷 を 有 す る 、 請 求 項 ５ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組 み 込 ん だ 濾 過 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の う ち の 前 記 容 器 （ ３ ） の 入 口 （ ４ ） に 最 も 近 い フ ィ ル タ は 疎 水 性
で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組 み 込 ん だ 濾 過 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 フ ィ ル タ （ ２ ） の う ち の 前 記 容 器 （ ３ ） の 入 口 （ ４ ） に 最 も 近 い フ ィ ル タ は 疎 水 性
で あ る 、 請 求 項 ５ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の ナ ノ 粒 子 を 組 み 込 ん だ 濾 過 装 置 。
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